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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

ガラス材料・光物性 

キーワード 

光学ガラス，光ファイバー，非線形光学，ガラス組成 

所属学協会・研究会 

Optical Society of America，日本物理学会，応用物理

学会 

技術分野 無機材料・物性 

 

長谷川 智晴 准教授 

一般科目教室（自然科学系） 

hasegawa@fukui-nct-ac.jp 

研究テーマ 

主にガラス材料の光学応用について研究を行っています。ガラスは成分の調整で様々な物性を調整すること

ができます 1)。また，板，ボール，ファイバーなど様々な形状に加工できることから，応用範囲がたいへ

ん広い便利な材料です。以下に自身の研究例を紹介します。 

 

【光学ガラス】 

適用する光の波長で，好ましい屈折率や透過率を持つ材料を探索します。たとえば，カメラレンズ用のガラ

スは，可視光の波長で透明である必要があります。さらに，レンズの種類により，高屈折率や，異常分散性

が必要となります。耐久性やコストも重要な検討課題です。ガラスの組成を調整することにより望ましいガ

ラスを探索します。 

 

【光ファイバー】 

屈折率の異なるガラスを組み合わせると，光を導波することができます。光通信用ファイバーが最も広く使

われています。ガラスの光学特性（光吸収や分散）から，最適な構造を設計することができます。単純な同

心円状の光ファイバーでは到達しえない性能も，レンコン状のフォトニッククリスタル構造により実現する

ことが可能です。光を狭い領域に閉じ込めることで光非線形効果を強めることも可能です。 

 

1)石英ガラスのような単成分の場合を除く。また組成の調整範囲はガラス化範囲に限られる。 

主要設備・得意とする技術 

1. 光学評価全般：分光光度計による紫外～可視光吸収測定，FTIRによる赤外分光，屈折率分散測定など。 

2. ガラス物性評価：電気伝導度，誘電分散，熱物性，機械強度，組成分析，X線回折，表面観察など。 

3. 多成分系ガラス組成開発 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

1. 地元企業と共同して工作教室，展示会での実験実演デモ，公開講座を定期的に行っています。 

2. ガラス・セラミックス材料，光学測定や評価などお気軽に相談ください。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

加工学，機械設計 

キーワード 

機械加工，機械設計，安全 

所属学協会・研究会 

日本機械学会 

技術分野 加工学 

 

藤田 祐介 技術職員 

教育研究支援センター 

yusuke_f@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【機械加工における安全】 

 

職業訓練指導員（機械系）の免許を保有し，また，

民間企業の加工現場での経験を活かし，工作機械を使

用した加工をより良く学生に伝える研究を重点的に行

っています。その中には，加工の様子を直接見ること

ができない状況における観察装置の開発や，観察手法

の検討なども含まれています。 

 

●日頃の活動内容 

ものづくりを行う際に起こりうる事故を調査し，そ

れらの原因及び対策をまとめ，安全にものづくりを行

う環境作りを考案している。それらを元に機械加工に

ついて素人である学生に対し，工作機械を扱う際の危険なポイントを，実例を取り上げて指導しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

【公開講座・出前授業】 

 親子を対象とした公開講座や出前授業などに参画し，簡単な実験やおもちゃ作りを通して参加者の科学

への興味関心を育む活動を行っています。 

・平成27年度  5件 

・平成28年度  2件 

・平成29年度  2件 

 

【地域貢献】 

丹南地域の熱中症予防の指標として，本校HPで公開されているWGBTの測定機器の製作を行いました。製

作を行う際には，気象台に準ずる測定ができるように留意しています。 

 

 

1. 光学評価全般：分光光度計による紫外～可視光吸収測定，FTIRによる赤外分光，屈折率分散測定など。

2. ガラス物性評価：電気伝導度，誘電分散，熱物性，機械強度，組成分析，X線回折，表面観察など。

3. 多成分系ガラス組成開発

1. 地元企業と共同して工作教室，展示会での実験実演デモ，公開講座を定期的に行っています。

2. ガラス・セラミックス材料，光学測定や評価などお気軽に相談ください。

●日頃の活動内容

ものづくりを行う際に起こりうる事故を調査し，そ

れらの原因及び対策をまとめ，安全にものづくりを行

う環境作りを考案しています。それらを元に機械加工

について素人である学生に対し，工作機械を扱う際の危険なポイントを，実例を取り上げて指導しています。
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